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医
学
の
歴
史
は
疫
病
と
の
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
る
。
我
が
国
の
伝
染
病
の
歴
史
は
有
史
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
疫
病
史
に
関
し
て
富
士
川
瀞
「
日
本
疾
病
史
』
や
山
崎
佐
の
「
日
本
疫
史
及
防
疫
史
』
な
ど
の
名
著
が
あ
り
、
そ
の
後
も
、
内
外

の
伝
染
病
史
に
関
す
る
著
作
が
多
く
出
て
い
る
。

今
回
は
そ
れ
ら
を
参
考
に
、
有
史
前
か
ら
の
伝
染
病
に
つ
い
て
、
名
称
の
変
化
、
伝
染
病
の
広
が
り
方
、
人
々
の
伝
染
病
へ
の
見
方
の
変

化
、
伝
染
病
患
者
と
社
会
と
の
関
わ
り
方
の
推
移
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
た
伝
染
病
の
概
念
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
我
が
国
の
伝
染
病

史
な
ら
び
に
概
念
の
特
質
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
・

我
が
国
の
伝
染
病
史
は
、
縄
文
遺
跡
に
現
れ
た
結
核
や
寄
生
虫
症
に
始
ま
る
が
、
有
史
以
後
は
「
日
本
書
紀
」
の
崇
神
天
皇
五
年
に
全
国

各
地
で
疫
病
の
大
流
行
が
あ
っ
た
記
事
が
も
っ
と
も
古
い
記
録
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
疫
疾
の
記
録
は
後
を
絶
た
な
い
が
、
人
か
ら
人
へ
伝

染
す
る
疫
病
の
ほ
か
に
、
マ
ラ
リ
ア
の
よ
う
に
中
間
宿
主
を
介
し
て
伝
染
す
る
疫
病
の
記
録
も
あ
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
海
外
と
の

交
流
で
新
た
な
伝
染
病
が
現
れ
た
。
ま
た
、
近
代
に
な
り
、
伝
染
病
の
本
態
が
科
学
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
伝
染
病
史
は
新
た
な
様
相
を
見

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
別
講
演
（
２
）

疫
病
の
呼
称
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
。
記
紀
に
は
「
え
や
み
」
あ
る
い
は
「
え
の
や
ま
い
」
と
あ
る
。

え
や
み

と
き
の
け

「
菱
注
和
名
類
従
抄
』
に
は
「
疫
」
説
文
云
、
疫
音
役
、
衣
夜
美
、
一
云
度
岐
之
介
」
と
あ
る
。
狩
谷
被
斎
は
注
に
、
「
崇
神
紀
、
敏
達

伝
染
病
の
歴
史
ｌ
疫
病
か
ら
感
染
症
に

酒
井
シ
ヅ
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一
九
九
四
年
に
は
伝
染
病
予
防
法
が
廃
止
さ
れ
、
「
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
（
通
称
感
染
症

新
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
な
お
、
一
時
、
医
学
教
育
の
中
で
、
感
染
症
の
講
義
数
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
エ
イ
ズ
が

を
採
用
し
た
。

な
お
、
明
治
に
は
新
語
で
あ
っ
た
伝
染
病
も
昭
和
に
な
る
と
、
手
あ
か
じ
み
て
き
た
。
特
に
、
戦
後
、
抗
生
物
質
に
よ
っ
て
伝
染
病
が
苦

労
少
な
く
治
る
病
気
と
な
っ
て
か
ら
、
い
ま
さ
ら
伝
染
病
で
も
な
い
と
、
一
九
六
○
年
代
に
伝
染
病
学
会
は
伝
染
病
に
代
わ
っ
て
「
感
染
症
」

も
に
巷
間
に
広
ま
っ
た
。

な
課
題
と
な
っ
た
。

紀
の
疫
疾
、
欽
明
紀
の
疫
は
す
べ
て
衣
也
三
と
訓
ず
。
衣
夜
美
は
民
が
皆
、
こ
れ
を
疾
む
か
ら
民
が
皆
赴
く
役
と
同
じ
よ
う
に
発
音
す
る
。
」

れ
い

お
こ
り

衣
夜
美
は
少
し
時
代
が
下
り
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
癌
あ
る
い
は
瘡
病
と
呼
ん
だ
。
『
和
名
類
従
抄
」
に
は
「
瘤
」
に
つ
い
て
「
説
文
に

あ
し
き
や
ま
ひ

わ
ら

云
う
、
音
は
例
、
阿
之
岐
夜
万
比
」
と
あ
る
。
ま
た
「
瘡
病
」
の
項
に
は
「
説
文
云
、
瘡
、
音
は
虐
、
俗
に
言
う
衣
夜
美
、
一
に
云
う
和
良

わ
や
み

波
夜
美
」
と
あ
る
。
狩
谷
は
、
瘡
は
『
源
氏
物
語
」
や
「
萬
安
方
」
で
「
わ
ら
わ
や
み
」
と
訓
ず
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
病
が
軽
重
の
違
い
が

あ
っ
て
も
一
国
み
な
こ
の
病
に
罹
る
か
ら
で
あ
る
と
注
解
す
る
。

全
国
に
広
が
る
疫
病
あ
る
い
は
虐
病
の
原
因
は
一
国
に
責
任
あ
る
天
皇
の
失
政
で
あ
っ
た
り
、
疫
鬼
、
天
候
不
順
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
疫
病
の
呼
称
に
代
わ
っ
て
痘
瘡
、
赤
痢
、
麻
疹
の
よ
う
に
個
々
の
流
行
病
の
記
録
が
出
て
く
る
。
但
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
名
称
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
た
。

疫
病
に
変
っ
て
「
伝
染
病
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
幕
末
で
あ
る
。
人
か
ら
人
へ
伝
染
す
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
た
名
称
で
あ

る
。
こ
の
見
方
を
日
本
で
最
初
に
言
っ
た
の
は
甲
斐
の
橋
本
伯
寿
で
あ
っ
た
。
西
洋
医
学
書
に
先
ん
じ
て
い
た
。

し
か
し
、
西
洋
医
学
の
導
入
と
一
致
し
て
、
「
伝
染
病
」
の
呼
称
が
一
般
に
使
わ
れ
、
伝
染
病
の
感
染
経
路
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要

明
治
に
な
る
と
「
伝
染
病
予
防
法
」
が
制
定
さ
れ
、
伝
染
病
は
疫
病
と
ま
た
違
っ
た
意
味
で
人
々
か
ら
怖
れ
ら
れ
た
。
徽
菌
の
呼
称
と
と
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発
生
し
、
院
内
感
染
や
再
興
感
染
症
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
、
感
染
症
の
講
義
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

疫
病
に
は
痘
瘡
の
よ
う
に
、
国
内
で
発
生
を
繰
り
返
し
て
き
た
疫
病
も
あ
る
が
、
新
し
い
疫
病
は
海
外
か
ら
入
っ
て
き
た
。
古
代
か
ら
近

世
に
至
る
ま
で
、
海
外
と
の
接
触
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
九
州
で
は
、
こ
の
土
地
を
皮
切
り
に
は
じ
ま
っ
た
伝
染
病
の
大
流
行
が
い
く
つ
も

あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
梅
毒
と
コ
レ
ラ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
交
通
手
段
が
発
達
し
海
外
と
の
接
触
が
多
様
化
し
た
現
代
で
は
、
全
国

の
ど
こ
に
い
て
も
珍
し
い
伝
染
病
に
か
か
り
う
る
。

疫
病
に
対
す
る
戦
い
は
古
代
か
ら
真
剣
で
あ
っ
た
。
疫
神
を
祀
り
、
大
が
か
り
な
祈
祷
を
行
っ
た
。
平
時
に
も
鎖
花
祭
な
ど
祭
り
を
行
い
、

神
の
心
を
慰
撫
し
た
。
子
供
の
成
長
を
祝
う
通
過
儀
礼
も
盛
大
に
行
っ
た
。
そ
の
経
過
を
へ
て
、
種
痘
の
よ
う
に
経
験
的
に
知
っ
た
合
理
的

な
防
疫
法
が
予
防
手
段
と
し
て
確
立
し
て
い
っ
た
が
、
疫
病
が
伝
染
病
と
な
り
、
感
染
経
路
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
、
患
者
の
隔
離
が
社

会
防
衛
の
た
め
に
最
善
の
手
段
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。

明
治
以
後
、
コ
レ
ラ
流
行
時
に
全
国
的
に
避
病
院
が
設
置
さ
れ
、
伝
染
病
へ
の
隔
離
対
策
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
避
病
院
に
お
け
る
絶

対
隔
離
が
続
き
、
ら
い
予
防
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
当
初
、
放
浪
す
る
ら
い
患
者
の
収
容
が
目
的
で
あ
っ
た
収
容
施
設
が
隔
離
施
設
と
な
り
、

さ
ら
に
絶
対
隔
離
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
が
人
権
問
題
と
い
う
認
識
に
い
た
る
ま
で
長
い
時
間
を
要
し
た
。

感
染
症
新
法
が
伝
染
病
予
防
法
と
も
っ
と
も
違
う
点
の
ひ
と
つ
は
絶
対
隔
離
を
や
め
て
、
人
権
を
考
慮
し
た
点
で
あ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


